
 

「市民が安心して生活できる医療・保健・介護の体制とコーディネート」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和２年度 在宅療養支援課 事業概要 「安心して住み続けられるまちの実現」 ～日野市版地域包括ケア体制の構築～ 

【災害医療】 

新規 （仮）災害医療ワーキンググループ 

新規 災害時の歯科の資機材の整備 

 

（１）医師会 災害医療訓練支援 

（２）災害薬剤管理業務 ランニングストック 

（３）救急医療キット（H30 購入品）の更新 

   （新規緊急医療救護所の医療資機材の購入） 

（４）災害時の人工透析患者への対応検討 

【その他】 

（１）市立病院 一時入院精査 

   （市立病院以外でのレスパイト入院の検討） 

（２）薬剤師会 注射針回収 

（３）南多摩地域栄養士協議会との連携（集いの場） 

（４）新型コロナウイルス感染症への対応ヒアリング 

   （地域包括支援センター、近隣相談窓口） 

（５）ZOOM の活用支援 

   （地域での勉強会、医師会の会議など） 

（６）関係各課の医師会との連携支援 

【医療と介護の連携】 

新規  レスパイト入院の検討 

新規  MCS の普及・啓発（導入支援） 

 

（１）多職種連携ルールの精査（連携シートほか） 

（２）駐車場シェアの研究 

（３）包括協定に基づく医師会連携確認会議の実施 

【相談支援業務】 

新規 （仮）在宅医療サポートチームの体制整備 

新規 （仮）南多摩相談窓口連絡会の開催 

 

（１）在宅医療相談会 

（２）スーパーバイザー 事例検討会 

（３）市立病院 がんカフェ 相談事業 

   （アピアランスケアの調査研究） 

（４）市立病院 在宅療養高齢者相談窓口 

 

【周知・啓発】 

新規 リーフレットを活用した周知啓発 

新規 広報ひの リレーコラム 

 

（１）エンディングノートの検討 

（２）周知イベントの代替策の検討 

（３）市立病院認定看護師との連携 

（４）講師登録の研究 

（１）在宅介護者の支援として、各部署のサービスの精査 と トータルに提供できる体制 

（２）医療と介護、歯科・薬科の早期の連携体制 と 市民への分かりやすい広報の実施  

（３）在宅と施設及び病院との信頼関係の構築 と スムースな連携による相互協力 

「日野市在宅療養体制構築のための基本方針」に基づく施策の実行 
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